
　　─あけましておめでとうございます。
2013年が始まりましたが、今年はどのような
年になるとお考えでしょうか。
　あけましておめでとうございます。2012年を
振り返ると、長引く欧州債務問題が深刻化し、
世界経済の先行きが不透明感を強めた厳しい
年でした。日本でも昨年の尖閣諸島問題に代表
されるように日中関係が新たな局面を迎えてい
るともいえます。一方で、ミャンマーの民主化も

あり、タイやインドネシアと並んでアジアの新興
国の存在感が一段と高まった年でもありました。
東アジア、東南アジアで各国の経済が一段と融
合する環境整備が加速しています。そうした中、
米国はオバマ大統領が再選され、ロシアでは
プーチン大統領が就任し、中国でも習近平氏に
よる新指導部が選出されるなど各国で新たな指
導者による政治体制が決まりました。日本でも
昨年末に衆議院選挙が行われ、自民党が政権

を奪還し、国会は新体制になったわけです。
2013年は、こうした政局の動きが国際マーケッ
トにどのような変化をもたらすかが重要な意味
を持つ年となるでしょう。やはり楽観はできませ
ん。引き続き厳しい環境が続くと考えています。
日本では、新しい政権がエネルギー問題でどの
ような方針を出すのかに注目しています。円高
や消費増税の問題もあります。依然としてデフ
レ経済が続くのかどうかも気になるところです。
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もしかすると、従来の社会経済環境が変化する
転換期になるのではないでしょうか。グローバ
ルな投資が質・量ともに加速するのは間違いあ
りません。いずれにしても3月までは政府の方針
を見極めながら、4月以降に具体的な変化が現
れてくるでしょう。
　　─そうした中、今期から経営3カ年計画
「イノベーション21」を実行しています。現在
の進捗はいかがでしょうか。
　第3四半期（2012年4月～12月）までを振
り返ると、売上高、利益ともに当初計画の数字
を上回っています。ただ、前年同期比で見ると
微増収ですが減益となっている現状に決して満
足しているわけではありません。「イノベーショ
ン21」では「シナジー効果による新市場・新
事業の創出」「グローバル戦略の推進」「独自
性と差別化の追求によるコーポレートブランドの
強化」という3つの基本方針を掲げていますが、
このうち「新市場・新事業の創出」では具体的
な成果が少しずつですがあります。「グローバル
戦略の推進」も計画していたものが着実に実行
できています。しかし、「コーポレートブランド
の強化」についてはまだ不十分であって、今後
の課題になります。
　　─具体的な成果というと。
　「新市場・新事業の創出」では、例えばダイ
ワボウノイが扱うフタロシアニン加工技術の応
用でメディカル分野やコスメ分野への参入の足
掛かりができつつあります。また、ダイワボウプ
ログレスのゴム製品事業では自転車やスポーツ
用品関連で新規の取り引きが始まりましたし、
ダイワボウレーヨンのレーヨン事業でも生活資
材関係で新分野への参入が進んでいます。その
ほかにもダイワボウノイ、ダイワボウプログレス、
カンボウプラス、ダイワボウポリテック、ダイワ
ボウレーヨンによる放射性物質の除染といった
案件など、繊維事業会社の垣根を越えた体制で
新しい事業に取り組んでおります。
　さらにグループ協業による成果もあります。産
業機械事業のオーエム製作所とＩＴインフラ流
通事業のディーアイエスソリューションが連携して
新しい機械の開発もできました。繊維事業のカン
ボウプラスとＩＴインフラ流通事業のディーアイ
エスアートワークスが連携して取り組むデジタル
サイネージ、サウンドサイネージ事業も始まりまし
た。これらは、従来はなかった動きであり、まさ
にグループ協業による新事業の創出といえます。
　グローバル展開の推進では、昨年設立した大
和紡績香港が大きな役割を果たしつつありま
す。香港を起点に、衣料品分野だけでなく、例
えば中国への衛生材料やコスメ関係の商品提案
が進んでいます。産業資材関連でもアセアン地
域での市場が拡大しています。産業機械事業で
はオーエム製作所の子会社、台湾オーエムが
昨年、台湾での工作機械生産を開始しました。
同社は中国への販売を強化しており、日中関係
の問題もあってやや計画は遅れているとはいえ、
日中関係が改善すれば急回復が期待できます。
アセアン地域でもインドネシアのジャカルタ事務
所を拠点にプロモーションが進展しました。ア
セアン地域でもインフラの整備が加速していま
すので、オーエム製作所が製造する工作専用機
械の需要が確実に高まりつつあります。

　　─コーポレートブラ
ンドの強化では、成果はや
や不十分とのことですが。
　当社の事業は、BtoBが
中心ですから、急激にコ
ンシューマに対して知名度
を上げるというわけにはい
きません。前2つの基本方
針を実行する中で、徐々
にBtoBでのブランド力を
高め、それをBtoCに波及
させていくということが重
要です。そのために、昨
年から各事業とも国内外の
展示会などに積極的に参
加し、そこで  “ダイワボウ
ブランド”  としての打ち出
しを強化してきました。
　いずれにしても、中期経
営計画初年度である今期
の目標を達成することが極
めて重要です。そのために
はこの1月から3月までの第
4四半期が勝負の分かれ
目となるでしょう。引き続き
ＩＴインフラ流通事業と繊
維事業、産業機械事業を
主力に成果を上げることが
重要です。

　　─4月からは新しい事業年度が始まりま
す。今後の方針をお聞かせください。
　グローバル戦略の面では、工場建設を進め
ているインドネシアの不織布子会社のダイワボ
ウ・ノンウーブン・インドネシア（DNI）に期
待しています。2014年にはフル稼働を計画し
ていますので、今年はそのためにマーケットの
開拓が極めて重要になります。香港では、大
和紡績香港が人材育成から金融管理まで行え
る体制を整え、現地で円、ドル、人民元、ルピア、
ユーロを管理することで活動の幅が広がるで
しょう。現地での資金調達もありえます。中国
に関しては昨年、愛思凱爾物流（蘇州）（SKL
物流）を設立しました。これまでの蘇州大和
針織服装と大和紡工業（蘇州）での衣料品製
造だけでなく、国際物流分野にも参入しました。
これを活用し、中国からアセアン、アセアンか
ら欧米といった商流でアパレル製品の物流や
検針・検品といった物流加工サービス事業を
展開できます。しかもSKL物流では衣料品だけ
でなく、産業用関連の商材の取り扱いも可能
ですから、将来的に様々な事業展開が期待で
きます。
　一方、新市場・新事業の創出という面では、
引き続きメディカルやコスメ分野で国際マー
ケットでの事業展開を加速させることになりま
す。取引先企業と協業しながら取り組むことが
重要になります。すでに中国でも産学の共同
研究などを進めています。また、ダイワボウ情

報システム（ＤＩＳ）が教育用タブレットPC
といったＩＴ機器を公立小学校に提供し、子
供たちがデジタル社会を生きていくための能力
育成を目指すICT活用実証研究をスタートさせ
ます。これも新しい市場の創造という意味で期
待が大きいですね。さらに教育分野に貢献す
ることでダイワボウブランドの認知度向上とい
う点でも大きな意味があります。
　そのほか、ニッチな分野ですが、主力3事
業以外でも様々な可能性があります。例えば、
インドネシアなど東南アジアでは日本食が大変
なブームになっています。そこで、ダイワボウ
ライフサポートが販売するおこわ製品なども海
外で販売できる可能性があります。とにかくあ
らゆる分野で市場に適した商品を提供すること
が、ダイワボウブランドの構築につながるはず
です。もちろん、展示会への出展なども地道に
行っていくことが欠かせません。
　お客様が必要とする商品をニッチな部分まで
含めて提供するのが「社会インフラ」の提供を
使命とするダイワボウグループの役割です。そ
のためには、今までにない新しいビジネススタ
イルでの取り組みをさらに強化しなければなりま
せん。また、単に商品を製造・販売するだけで
なく、それをユーザーに届けるためのソリュー
ションまで担うことを目指しています。常に時代
の変化を先取りしながら、株主や取引先といっ
たステークホルダーの皆様の満足度をこれまで
以上に高めていくことを目指します。
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　ダイワボウホールディングスは、2012年４月か
ら経営3カ年計画「イノベーション21」を推進して
います。初年度となる2012年度が順調に推移する
中、3つの基本方針である「シナジー効果による新
市場・新事業の創出」「グローバル戦略の推進」「独
自性と差別化の追求によるコーポレートブランドの
強化」においても様々な成果が上がってきました。
一方、2013年は世界の政治・経済・社会情勢とも
に大きな変化の兆しを見せています。そこで阪口政
明社長に2013年の見通しと、中期経営計画初年度
の成果、そして今後の方向性について語っていただ
きました。
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